
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例２：大型橋梁基礎の不等沈下問題 

－地震応答解析と耐震設計－ 

概要：本解析は大型基礎の地震時不等沈下問題を検討するもので、龍岡先生ら

が提案した累積損傷度理論を用いて耐震検討を行ったものです。 

（せん断応力比 SR 分布図） 

（残留変形図） 
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等価線形動的解析 

始 

了 

ひずみ軟化理論を適用して、発生する 

軸ひずみε+(累積値)の時刻歴算出 

劣化する変形係数 E の時刻歴算出 

E=(2×σmc’×SRd) /ε+ 

地震時最大変位量の算出 

指定時刻におけ

る加速度から、作

用慣性力の算出

自重解析 

事例３：耐震設計問題 

-多点入力による斜杭基礎橋梁の耐震診断- 
-応答変位法による斜杭基礎の耐震設計-

振動モード図 


